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1． 貿易収支は 2 ヵ月連続で改善 

財務省が 8 月 26 日に公表した貿易統計によると、7 月の貿易収支は 3,802 億円の黒字(前年比

364.2％)となり、ほぼ事前の市場予想（ロイター事前予想：3,850 億円、当社予想は 4,384 億円）

通りの結果となった。 

4 ヵ月連続で減少幅が縮小していた輸出は前年比▲36.5％（6 月：同▲35.7％）とマイナス幅が

若干拡大したが、引き続き輸入の減少幅（6 月：前年比▲41.9％→7 月：同▲40.8％）を下回った

ため、貿易収支は 2 ヵ月連続で前年よりも改善した。季節調整済の貿易収支は 1,945 億円と 4ヵ月

連続の黒字となったが、黒字幅は前月の 3,741 億円から縮小した。 

 

▲80%

▲70%

▲60%

▲50%

▲40%

▲30%

▲20%

▲10%

0%

10%

20%

30%

40%

0607 0610 0701 0704 0707 0710 0801 0804 0807 0810 0901 0904 0907

▲1,600

▲1,200

▲800

▲400

0

400

800

貿易収支・前年差（右目盛）
輸出金額
輸入金額

貿易収支の推移

（資料）財務省「貿易統計」

（前年差、10億円）（前年比）

（年・月）

-600

-400

-200

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0601 0604 0607 0610 0701 0704 0707 0710 0801 0804 0807 0810 0901 0904 0907

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

貿易収支（季節調整値。左目盛）

(10億円）

（資料）財務省「貿易統計」

貿易収支（季節調整値）の推移

（年・月）

(10億円）

輸出(右目盛）

輸入（右目盛）

▲50%

▲40%

▲30%

▲20%

▲10%

0%

10%

20%

0607 0610 0701 0704 0707 0710 0801 0804 0807 0810 0901 0904 0907

数量要因
価格要因

輸出金額の要因分解（前年比）

（資料）財務省「貿易統計」 （年・月）

輸出金額

▲50%

▲40%

▲30%

▲20%

▲10%

0%

10%

20%

30%

0607 0610 0701 0704 0707 0710 0801 0804 0807 0810 0901 0904 0907

数量要因
価格要因

輸入金額の要因分解（前年比）

（資料）財務省「貿易統計」 （年・月）

輸入金額

 

 

 



 
 
 
 
 
 

 
 
2｜               ｜経済･金融フラッシュ No.09-071｜Copyright ©2009 NLI Research Institute All rights reserved 

輸出の内訳を数量、価格に分けてみると、輸出数量が前年比▲27.6％（6月：同▲27.6％）、輸出

価格が前年比▲12.2％（6月：同▲11.1％）であった。 

輸入の内訳は、輸入数量が前年比▲14.9％（6 月：同▲18.2％）、輸入価格が前年比▲30.5％（6

月：同▲29.1％）であった。 

 

2． 新興国向けの輸出が低調 

輸出数量指数を地域別に見ると、米国向けが前年比▲34.7％（6 月：同▲37.4％）、EU 向けが前

年比▲36.4％（6 月:同▲36.1％）、アジア向けが前年比▲18.6％（6 月：同▲19.0％）となった。

当研究所が試算している主要 3 地域以外のその他地域（中東、ロシア等）向けの輸出数量は前年比

▲40％を超えるマイナスとなり、輸出全体を大きく押し下げている。 

地域別の輸出数量指数を季節調整値（当研究所による試算値）で見ると、米国向けが前月比 3.7％、

EU 向けが同 3.3％、アジア向けが同 7.8％といずれもはっきりとした上昇となった。大規模な景気

刺激策の効果が顕在化している中国を中心にアジア向けが特に高い伸びを続けており、輸出の牽引

役となっている。ただし、新興国向けの輸出が低迷しているため、輸出数量全体では前月比 0.7％

と、6月の同 6.2％から上昇ペースが大きく鈍化した。 

一方、輸入数量指数は前月比 1.5％と 2 ヵ月連続で上昇した。内需不振を背景に輸入数量は低下

傾向を続けてきたが、国内生産の持ち直しなどを反映し、ここにきて下げ止まりつつあると判断さ

れる。 
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